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米
子
駅
北
口

再
開
発

 

内
田 

隆
嗣 

議
員

選
挙
区  

米
子
市
　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

米
子
駅
南
北
一
体
化
は
、
だ
ん
だ

ん
広
場
か
ら
ハ
ー
ベ
ス
ト
イ
ン
ま
で
の

ス
ペ
ー
ス
を
大
胆
に
開
発
し
て
、
北
口

を
商
都
米
子
復
活
の
シ
ン
ボ
ル
に
す
べ

き
で
は
。

答 

米
子
市
が
実
施
し
よ
う
と
し
て
い

境
港
を
め
ぐ
る

二
つ
の
問
題

 

安
田 

優
子 

議
員

選
挙
区  

境
港
市
　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

①
隠
岐
航
路
の
本
土
側
寄
港
地
を

巡
り
、
隠
岐
か
ら
一
本
化
を
求
め
る
声

が
挙
が
っ
て
い
る
。
永
く
深
い
歴
史
を

持
つ
境
港
と
隠
岐
の
縁
が
途
切
れ
な
い

こ
と
を
望
む
②
マ
グ
ロ
の
漁
獲
制
限
が

始
ま
る
。
水
揚
げ
日
本
一
を
誇
る
境
港

は
そ
の
影
響
を
不
安
視
し
て
い
る
。

答 

①
最
終
的
に
は
航
路
を
活
用
す
る

隠
岐
の
皆
様
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
べ

き
で
、
航
路
の
存
続
に
向
け
て
真
摯
に

向
き
合
い
た
い
②
境
港
へ
の
割
当
て
は

ま
だ
不
透
明
で
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

で
あ
る
。
地
元
と
協
議
し
て
作
戦
を
練

り
、
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

市
町
村
交
付
金

制
度
の
拡
充
を

 

伊
藤
　
保 

議
員

選
挙
区  

東
伯
郡
　
会
派  

絆

問 

平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
市
町

村
交
付
金
制
度
。
事
務
の
簡
素
化
の
観

点
か
ら
市
町
村
に
大
好
評
な
制
度
で
あ

る
。
市
町
村
の
自
立
を
高
め
、
地
域
主

権
・
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
も
、
市
町

村
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
制
度
の
拡
充

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

元
々
は
泡
沫
的
な
補
助
金
を
集
合

さ
せ
た
も
の
で
、
ロ
ッ
ト
も
小
さ
い
。

地
方
創
生
と
い
う
掛
け
声
が
あ
る
中
、

一
つ
の
理
念
と
し
て
、
自
由
度
と
い
う

も
の
を
き
ち
ん
と
持
っ
た
う
え
で
、
無

用
な
手
間
を
か
け
な
い
新
し
い
制
度
、

新
し
い
や
り
方
を
追
求
し
て
み
た
い
。

６
次
産
業
化
の

振
興
に
つ
い
て

都
市
計
画
の

区
域
確
定

 

浜
崎 

晋
一 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市
　
会
派  

自
由
民
主
党

 

森
　
雅
幹 

議
員

選
挙
区  

米
子
市
　
会
派  

絆

問 

①
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
経
営
者
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
人

づ
く
り
が
肝
要
だ
。
知
事
の
考
え
は
②

６
次
産
業
化
に
挑
戦
し
て
い
く
次
世
代

の
人
材
の
育
成
方
針
を
教
育
長
に
伺
う
。

答 

①
今
、
食
品
加
工
産
業
が
成
長
し

始
め
て
い
る
。
人
材
を
育
て
る
に
は
絶

好
の
機
会
な
の
で
、
教
育
委
員
会
と
一

緒
に
な
っ
て
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
た

い
②
（
教
育
長
）
高
校
生
が
地
域
と
密

着
し
て
、
地
域
の
資
源
を
知
り
、
ま

た
、
様
々
な
産
業
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を

通
じ
、
将
来
、
６
次
産
業
化
に
挑
戦
し
、

地
域
産
業
、
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問 

市
街
化
調
整
区
域
の
中
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
さ
え
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
区
域
の
確
定

は
、
市
街
化
区
域
、
調
整
区
域
と
も
双
方

住
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
答
弁
者
は
、
記
載
の
な
い
も
の
は

知
事
（
各
部
局
長
の
答
弁
も
含
む
）。

　
教
育
長
、
警
察
本
部
長
、
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
は
知
事
の
部
局
で

は
な
い
た
め
別
に
表
記
し
た
。

る
が
、
駅
北
広
場
の
不
足
す
る
駐
車
場

や
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
場
等
の
ス

ペ
ー
ス
を
駅
南
広
場
に
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。
駅
北
広
場
全
体
の
整
備

構
想
の
中
で
だ
ん
だ
ん
広
場
も
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
ビ

ル
の
整
備
内
容
が
確
定
後
、
駅
北
の
整

備
は
本
格
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
る
。

答 
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
た
め
の
都
市

計
画
で
あ
っ
て
、
ど
こ
か
の
地
域
を
見

捨
て
る
た
め
の
都
市
計
画
で
は
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
、

農
村
の
豊
か
さ
と
を
両
立
を
さ
せ
る
べ

く
、
今
回
の
見
直
し
で
市
街
化
区
域
の

周
辺
（
調
整
区
域
）
で
、
自
己
用
住
宅

の
建
設
を
可
能
と
す
る
都
計
法
34
条
11

号
区
域
の
拡
大
緩
和
を
記
載
し
て
い
る
。

鳥取県議会ホームページ　http://www.pref.tottori . lg. jp/gikai/ 6

地
域
資
源
磨
き

観
光
振
興
を

産
業
再
生
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り

 

横
山 
隆
義 

議
員

選
挙
区  

東
伯
郡
　
会
派  

希の
ぞ
み望

 

国
岡 

智
志 

議
員

選
挙
区  

八
頭
郡
　
会
派  

希の
ぞ
み望

問 

観
光
の
地
域
づ
く
り
で
は
、
来
県

者
が
伝
統
行
事
に
参
加
で
き
、
食
を
堪

能
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
、
地
域
資
源

の
磨
き
上
げ
も
重
要
。
所
見
を
問
う
②

と
っ
と
り
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
を
前
進

さ
せ
る
た
め
に
、
公
園
や
道
路
な
ど
の

植
栽
を
全
県
的
に
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン

導
入
し
、
一
元
的
に
管
理
す
る
部
署
を

新
設
し
て
は
。

答 

①
観
光
と
伝
統
芸
能
、
食
の
コ
ラ

ボ
は
私
た
ち
の
弱
い
所
。
し
っ
か
り
掘

り
起
こ
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
し
て
い
く

②
議
員
の
質
問
を
聞
い
て
、
緑
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
、

国
や
市
町
村
に
も
訴
求
さ
せ
て
は
と

思
っ
た
。

問 

①
伝
統
の
技
を
持
つ
職
人
が
時
代

の
流
れ
と
共
に
激
減
し
よ
う
と
し
て
い

る
今
、
伝
統
技
術
を
守
る
為
の
現
実
的

で
実
効
性
の
あ
る
施
策
が
必
要
で
は
②

中
小
企
業
の

事
業
承
継
策
を

 

広
谷 
直
樹 
議
員

選
挙
区  

岩
美
郡
　
会
派  

自
由
民
主
党

発
達
障
が
い
者

就
労
支
援
な
ど

 

澤
　
紀
男 

議
員

選
挙
区  

米
子
市
　
会
派  

公
明
党

問 

県
内
企
業
へ
の
発
達
障
が
い
の
理

解
を
高
め
る
啓
発
に
つ
い
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答 

職
場
で
の
配
慮
を
掲
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
の
ほ
か
、
障
が
い
者

を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
見
学
な
ど
企

業
向
け
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。

問 

新
規
漁
業
者
を
育
成
す
る
上
で
漁

業
経
営
開
始
円
滑
化
事
業
の
県
助
成
割

合
を
２
分
の
１
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
。

答 

指
摘
を
踏
ま
え
、
同
制
度
に
よ
る

漁
業
開
始
の
支
援
に
つ
い
て
従
来
の
ス

キ
ー
ム
を
維
持
す
る
方
向
で
制
度
を
見

直
し
て
い
き
た
い
。

平
和
、
子
育
て

医
療
介
護
充
実

 

市
谷 

知
子 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市
　
会
派  

共
産
党

問 

①
美
保
基
地
で
の
米
軍
訓
練
中
止

を
②
沖
底
船
維
持
対
策
を
③
子
育
て
新

制
度
で
県
制
度
を
後
退
さ
せ
な
い
こ
と

④
給
付
制
奨
学
金
制
度
創
設
を
⑤
医
療

介
護
法
で
病
床
削
減
す
る
な
。デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
助
成
を
。

答 

①
内
容
す
ら
知
ら
さ
れ
ず
、
強
く
事

前
説
明
を
求
め
た
②
国
制
度
復
活
を
要

望
。
中
古
船
活
用
の
手
続
き
簡
素
化
・
年

齢
要
件
緩
和
、
作
業
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
復

活
を
検
討
③
保
育
料
軽
減
・
学
童
保
育

加
算
・
届
出
保
育
所
助
成
の
継
続
を
検

討
④
慎
重
に
検
討
⑤
権
限
行
使
し
て
ま

で
病
床
削
減
し
な
い
。設
置
助
成
し
な
い
。

米
価
暴
落
の

緊
急
対
策
を

 

錦
織 
陽
子 

議
員

選
挙
区  

米
子
市
　
会
派  

共
産
党

問 

米
価
暴
落
で
農
家
は
米
を
作
っ
て

も
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
い
①
暴
落
の
理

由
は
②
全
県
で
の
減
収
額
③
国
に
直
接

問 

昨
年
、
県
商
工
会
連
合
会
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
会
員
企
業
の

６
割
に
後
継
者
が
い
な
い
と
の
結
果
で

あ
り
、
後
継
者
不
在
で
廃
業
を
す
る
例

も
あ
る
。
事
業
承
継
の
課
題
が
明
ら
か

で
あ
る
が
、
県
と
し
て
も
前
向
き
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
知
事
の
所
見

を
伺
う
。

答 

後
継
者
に
悩
ん
で
い
る
の
が
現
実

の
実
態
で
あ
り
、
新
年
度
に
向
け
て
取

り
組
む
テ
ー
マ
に
し
た
い
。
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
作
り
全
国
の
中
で
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
る
な
ど
、
新
年
度
、
事
業
引
き

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
県
内
に
設
置

小
規
模
農
家
が
、
東
京
・
関
西
圏
に
販

売
し
や
す
く
す
る
為
の
集
積
拠
点
、
流

通
シ
ス
テ
ム
、
販
路
拡
大
の
検
討
が
必

要
で
は
③
地
元
の
企
業
を
支
え
る
と
と

も
に
、
き
め
細
や
か
な
企
業
誘
致
策
が

必
要
で
は
。

答 

①
現
行
施
策
の
改
善
点
等
を
調
査

し
た
い
②
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
応
援
し
て
い
き
た

い
③
地
場
の
企
業
の
雇
用
力
も
テ
コ
入

れ
し
て
い
き
た
い
。

し
、
事
業
承
継
の
多
角
化
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

支
払
交
付
金
の
復
活
、
過
剰
な
25
年
産

米
の
買
上
げ
、
コ
メ
の
需
給
と
価
格
安

定
の
責
任
を
求
め
よ
④
県
は
生
産
費
補

填
と
農
機
具
代
貸
付
金
の
返
済
猶
予
を
。

答 

①
政
府
の
需
給
調
整
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ミ
ス
だ
②
減
収
は
約
31
億
円
③

国
に
需
給
調
整
を
し
っ
か
り
求
め
る
。

交
付
金
等
は
国
で
判
断
す
べ
き
④
地
方

レ
ベ
ル
の
補
填
は
財
政
的
に
困
難
。
農

機
具
購
入
等
貸
付
金
返
済
猶
予
は
声
が

あ
れ
ば
融
資
機
関
に
伝
え
る
。
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米
子
駅
北
口

再
開
発

 

内
田 

隆
嗣 

議
員

選
挙
区  

米
子
市
　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

米
子
駅
南
北
一
体
化
は
、
だ
ん
だ

ん
広
場
か
ら
ハ
ー
ベ
ス
ト
イ
ン
ま
で
の

ス
ペ
ー
ス
を
大
胆
に
開
発
し
て
、
北
口

を
商
都
米
子
復
活
の
シ
ン
ボ
ル
に
す
べ

き
で
は
。

答 

米
子
市
が
実
施
し
よ
う
と
し
て
い

境
港
を
め
ぐ
る

二
つ
の
問
題

 

安
田 
優
子 

議
員

選
挙
区  

境
港
市
　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

①
隠
岐
航
路
の
本
土
側
寄
港
地
を

巡
り
、
隠
岐
か
ら
一
本
化
を
求
め
る
声

が
挙
が
っ
て
い
る
。
永
く
深
い
歴
史
を

持
つ
境
港
と
隠
岐
の
縁
が
途
切
れ
な
い

こ
と
を
望
む
②
マ
グ
ロ
の
漁
獲
制
限
が

始
ま
る
。
水
揚
げ
日
本
一
を
誇
る
境
港

は
そ
の
影
響
を
不
安
視
し
て
い
る
。

答 

①
最
終
的
に
は
航
路
を
活
用
す
る

隠
岐
の
皆
様
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
べ

き
で
、
航
路
の
存
続
に
向
け
て
真
摯
に

向
き
合
い
た
い
②
境
港
へ
の
割
当
て
は

ま
だ
不
透
明
で
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

で
あ
る
。
地
元
と
協
議
し
て
作
戦
を
練

り
、
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

市
町
村
交
付
金

制
度
の
拡
充
を

 
伊
藤
　
保 

議
員

選
挙
区  
東
伯
郡
　
会
派  

絆

問 

平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
市
町

村
交
付
金
制
度
。
事
務
の
簡
素
化
の
観

点
か
ら
市
町
村
に
大
好
評
な
制
度
で
あ

る
。
市
町
村
の
自
立
を
高
め
、
地
域
主

権
・
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
も
、
市
町

村
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
制
度
の
拡
充

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

元
々
は
泡
沫
的
な
補
助
金
を
集
合

さ
せ
た
も
の
で
、
ロ
ッ
ト
も
小
さ
い
。

地
方
創
生
と
い
う
掛
け
声
が
あ
る
中
、

一
つ
の
理
念
と
し
て
、
自
由
度
と
い
う

も
の
を
き
ち
ん
と
持
っ
た
う
え
で
、
無

用
な
手
間
を
か
け
な
い
新
し
い
制
度
、

新
し
い
や
り
方
を
追
求
し
て
み
た
い
。

６
次
産
業
化
の

振
興
に
つ
い
て

都
市
計
画
の

区
域
確
定

 

浜
崎 

晋
一 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市
　
会
派  

自
由
民
主
党

 
森
　
雅
幹 

議
員

選
挙
区  

米
子
市
　
会
派  

絆

問 

①
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
経
営
者
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
人

づ
く
り
が
肝
要
だ
。
知
事
の
考
え
は
②

６
次
産
業
化
に
挑
戦
し
て
い
く
次
世
代

の
人
材
の
育
成
方
針
を
教
育
長
に
伺
う
。

答 

①
今
、
食
品
加
工
産
業
が
成
長
し

始
め
て
い
る
。
人
材
を
育
て
る
に
は
絶

好
の
機
会
な
の
で
、
教
育
委
員
会
と
一

緒
に
な
っ
て
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
た

い
②
（
教
育
長
）
高
校
生
が
地
域
と
密

着
し
て
、
地
域
の
資
源
を
知
り
、
ま

た
、
様
々
な
産
業
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を

通
じ
、
将
来
、
６
次
産
業
化
に
挑
戦
し
、

地
域
産
業
、
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問 
市
街
化
調
整
区
域
の
中
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
さ
え
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
区
域
の
確
定

は
、
市
街
化
区
域
、
調
整
区
域
と
も
双
方

住
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
答
弁
者
は
、
記
載
の
な
い
も
の
は

知
事
（
各
部
局
長
の
答
弁
も
含
む
）。

　
教
育
長
、
警
察
本
部
長
、
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
は
知
事
の
部
局
で

は
な
い
た
め
別
に
表
記
し
た
。

る
が
、
駅
北
広
場
の
不
足
す
る
駐
車
場

や
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
場
等
の
ス

ペ
ー
ス
を
駅
南
広
場
に
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。
駅
北
広
場
全
体
の
整
備

構
想
の
中
で
だ
ん
だ
ん
広
場
も
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
ビ

ル
の
整
備
内
容
が
確
定
後
、
駅
北
の
整

備
は
本
格
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
る
。

答 

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
た
め
の
都
市

計
画
で
あ
っ
て
、
ど
こ
か
の
地
域
を
見

捨
て
る
た
め
の
都
市
計
画
で
は
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
、

農
村
の
豊
か
さ
と
を
両
立
を
さ
せ
る
べ

く
、
今
回
の
見
直
し
で
市
街
化
区
域
の

周
辺
（
調
整
区
域
）
で
、
自
己
用
住
宅

の
建
設
を
可
能
と
す
る
都
計
法
34
条
11

号
区
域
の
拡
大
緩
和
を
記
載
し
て
い
る
。
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地
域
資
源
磨
き

観
光
振
興
を

産
業
再
生
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り

 

横
山 

隆
義 

議
員

選
挙
区  

東
伯
郡
　
会
派  

希の
ぞ
み望

 

国
岡 

智
志 

議
員

選
挙
区  

八
頭
郡
　
会
派  

希の
ぞ
み望

問 

観
光
の
地
域
づ
く
り
で
は
、
来
県

者
が
伝
統
行
事
に
参
加
で
き
、
食
を
堪

能
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
、
地
域
資
源

の
磨
き
上
げ
も
重
要
。
所
見
を
問
う
②

と
っ
と
り
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
を
前
進

さ
せ
る
た
め
に
、
公
園
や
道
路
な
ど
の

植
栽
を
全
県
的
に
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン

導
入
し
、
一
元
的
に
管
理
す
る
部
署
を

新
設
し
て
は
。

答 

①
観
光
と
伝
統
芸
能
、
食
の
コ
ラ

ボ
は
私
た
ち
の
弱
い
所
。
し
っ
か
り
掘

り
起
こ
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
し
て
い
く

②
議
員
の
質
問
を
聞
い
て
、
緑
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
、

国
や
市
町
村
に
も
訴
求
さ
せ
て
は
と

思
っ
た
。

問 

①
伝
統
の
技
を
持
つ
職
人
が
時
代

の
流
れ
と
共
に
激
減
し
よ
う
と
し
て
い

る
今
、
伝
統
技
術
を
守
る
為
の
現
実
的

で
実
効
性
の
あ
る
施
策
が
必
要
で
は
②

中
小
企
業
の

事
業
承
継
策
を

 

広
谷 

直
樹 

議
員

選
挙
区  

岩
美
郡
　
会
派  

自
由
民
主
党

発
達
障
が
い
者

就
労
支
援
な
ど

 

澤
　
紀
男 

議
員

選
挙
区  

米
子
市
　
会
派  

公
明
党

問 

県
内
企
業
へ
の
発
達
障
が
い
の
理

解
を
高
め
る
啓
発
に
つ
い
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答 

職
場
で
の
配
慮
を
掲
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
の
ほ
か
、
障
が
い
者

を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
見
学
な
ど
企

業
向
け
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。

問 

新
規
漁
業
者
を
育
成
す
る
上
で
漁

業
経
営
開
始
円
滑
化
事
業
の
県
助
成
割

合
を
２
分
の
１
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
。

答 

指
摘
を
踏
ま
え
、
同
制
度
に
よ
る

漁
業
開
始
の
支
援
に
つ
い
て
従
来
の
ス

キ
ー
ム
を
維
持
す
る
方
向
で
制
度
を
見

直
し
て
い
き
た
い
。

平
和
、
子
育
て

医
療
介
護
充
実

 

市
谷 

知
子 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市
　
会
派  

共
産
党

問 

①
美
保
基
地
で
の
米
軍
訓
練
中
止

を
②
沖
底
船
維
持
対
策
を
③
子
育
て
新

制
度
で
県
制
度
を
後
退
さ
せ
な
い
こ
と

④
給
付
制
奨
学
金
制
度
創
設
を
⑤
医
療

介
護
法
で
病
床
削
減
す
る
な
。デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
助
成
を
。

答 

①
内
容
す
ら
知
ら
さ
れ
ず
、
強
く
事

前
説
明
を
求
め
た
②
国
制
度
復
活
を
要

望
。
中
古
船
活
用
の
手
続
き
簡
素
化
・
年

齢
要
件
緩
和
、
作
業
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
復

活
を
検
討
③
保
育
料
軽
減
・
学
童
保
育

加
算
・
届
出
保
育
所
助
成
の
継
続
を
検

討
④
慎
重
に
検
討
⑤
権
限
行
使
し
て
ま

で
病
床
削
減
し
な
い
。設
置
助
成
し
な
い
。

米
価
暴
落
の

緊
急
対
策
を

 

錦
織 

陽
子 

議
員

選
挙
区  

米
子
市
　
会
派  

共
産
党

問 

米
価
暴
落
で
農
家
は
米
を
作
っ
て

も
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
い
①
暴
落
の
理

由
は
②
全
県
で
の
減
収
額
③
国
に
直
接

問 

昨
年
、
県
商
工
会
連
合
会
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
会
員
企
業
の

６
割
に
後
継
者
が
い
な
い
と
の
結
果
で

あ
り
、
後
継
者
不
在
で
廃
業
を
す
る
例

も
あ
る
。
事
業
承
継
の
課
題
が
明
ら
か

で
あ
る
が
、
県
と
し
て
も
前
向
き
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
知
事
の
所
見

を
伺
う
。

答 

後
継
者
に
悩
ん
で
い
る
の
が
現
実

の
実
態
で
あ
り
、
新
年
度
に
向
け
て
取

り
組
む
テ
ー
マ
に
し
た
い
。
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
作
り
全
国
の
中
で
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
る
な
ど
、
新
年
度
、
事
業
引
き

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
県
内
に
設
置

小
規
模
農
家
が
、
東
京
・
関
西
圏
に
販

売
し
や
す
く
す
る
為
の
集
積
拠
点
、
流

通
シ
ス
テ
ム
、
販
路
拡
大
の
検
討
が
必

要
で
は
③
地
元
の
企
業
を
支
え
る
と
と

も
に
、
き
め
細
や
か
な
企
業
誘
致
策
が

必
要
で
は
。

答 

①
現
行
施
策
の
改
善
点
等
を
調
査

し
た
い
②
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
応
援
し
て
い
き
た

い
③
地
場
の
企
業
の
雇
用
力
も
テ
コ
入

れ
し
て
い
き
た
い
。

し
、
事
業
承
継
の
多
角
化
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

支
払
交
付
金
の
復
活
、
過
剰
な
25
年
産

米
の
買
上
げ
、
コ
メ
の
需
給
と
価
格
安

定
の
責
任
を
求
め
よ
④
県
は
生
産
費
補

填
と
農
機
具
代
貸
付
金
の
返
済
猶
予
を
。

答 

①
政
府
の
需
給
調
整
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ミ
ス
だ
②
減
収
は
約
31
億
円
③

国
に
需
給
調
整
を
し
っ
か
り
求
め
る
。

交
付
金
等
は
国
で
判
断
す
べ
き
④
地
方

レ
ベ
ル
の
補
填
は
財
政
的
に
困
難
。
農

機
具
購
入
等
貸
付
金
返
済
猶
予
は
声
が

あ
れ
ば
融
資
機
関
に
伝
え
る
。


